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The'KlblPlateau'fformsaunlquegeOmOrPhlCPrOVlnCeWiththegently-sloplngandstablecontinentalfeature･
Graveldepositscaledthe■'MountainGravels',aredistributedsporadicalyintheKibiPlateau,andhavebeen
consideredPlOCenedeposltS.However,recentfission-trackagesofthetufbedsintercalatedinthedeposltShave
lndicatedthattheageofthedeposltSarePaleogeneinage.Sofar,fission-trackages(usingzircon)of61to65,
55,37,34to35and27Maareobtalned.Remainlngthebelt-likedistributionsofthePaleogenegravelyvaley-fil
deposltSSuggestthattheKlbiPlateauhasbeenkeeplngaSaStableblock,andrepeatedpenodsorincision
folowedbysedlmentationofvaley-findeposltSareOCCurredlntheareaduringPaleogeneperiod,
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I.はじめに
吉備高原には'山砂利層Mと呼ばれる磯層が,散在 し
ながら広域に分布 している.この地層は従来,明確な
地質年代を示す化石を産出しないため,産状などを根
拠に日下部更新統'や'中新統'と考えられてきた.
松浦ほか(2002)は,=更新統日とされた尾道層や'中新
統日とされた福山累層に関して,その岩相･分布の再調
査結果 と,それ らに挟まれる凝灰岩から得た古第三紀
を示すフィッション･トラック年代(以下 FT 年代値)
にもとづいて,古第三系堆積岩類 として一括 した.さ
らに,日中新統日とされてきた神戸層群の堆積年代が,
FT年代値(尾崎ほか,1996)や微化石層序年代(山本ほ
か,2000)の報告などに基づいて始新世中期から漸新
世後期 と考えられるようになったことから,瀬戸内島
峡部～中国山地にかけて広く点在する"中新統Mや"鮮
新～更新統"についても年代や対比に関する根本的見
直しが必要であることを指摘 している.
*復建調査設計株式会社岡山支社,〒700-0983岡山市東島田町 1-3-5
*FukkenCol,Ltd,1-3-5HlgaShishimadacho,Okayama700-0983,Japan
**岡山大学大学院自然科学研究科,〒700-8530 岡山市津島中3-1-1
**GraduateSchoolorNaturalScienceandTechnology,Okayama700-8530,Japan
***株式会社アイ･エヌ･エー,〒112-8668東京都文京区関口 1-44-10
***INACol,Ltd,1144-10Sekiguchl,Bunkyo-ku,Tokyo11218668,Japan
****株式会社関西総合環境センター,〒54ト0052 大阪市中央区安土町 ト3-5
****KANSOCo,Ltd,I-3-5AzutlmaChi,Chuo-ku,Osaka54110052,Japan
*****株式会社京都フィッション･トラック,〒603-8832 京都市北区大宮南田尻町44-4
*****KyotoFission-TrackCo,Ltd,44-400mlyaMinamltaJiricho,Kita-ku,Kyoto,60318832,Japan
16
田中 元 ･鈴木茂之 ･宝谷 周 ･山本裕雄 ･檀原 徹
一方,鈴木ほか(2003)は,岡山県下に分布する'山
砂利層"に挟まれる凝灰岩試料から古第三紀を示す
FT年代値を報告し,これらを挟む一連の地層を吉備
層群と定義して年代の不明確なり山砂利層"一般と区
別するとともに,中新統勝田層群のFT年代値も報告
し,これまでの化石対比による中期中新世の年代を支
持した.さらに,瀬戸内海沿岸～島峡部では,最近,
古第三紀の海成層であることを示す微化石層序
年代等の報告が次のように続いている. 1)香川県小
豆島土庄層群宙海層で中期始新世から後期漸新世を
示す渦鞭毛藻化石(栗田ほか,2000), 2)岡山県灘崎
町児島湾干拓地の地下 65m で中期から後期始新世を
示す渦鞭毛藻化石(栗田ほか,2001), 3)香川県皇虜
土庄層群態庵層で中期始新世から後期漸新世を示す
渦鞭毛藻化石(栗田ほか,2002), 4)岡山県牛窓町
の前島層 (山本,2001)で中期始新世から後期漸新世
を示す貝化石および岡山県井原市波形層の鮫の歯化
しかい
石(Matsubara,2002), 5)前島層,岩屋層上部,四海
層および波形層中部の貝化石を用いた化石炭酸塩の
ストロンチウム同位体比測定に基づく,少なくとも後
期始新世以前の海水に比較される値(山本ほか,2002).
このように,近畿地方のみならず吉備高原周辺にも
古第三紀の地層が広範囲に散在していることが明ら
かとなりつつあり(第 1図),西南日本内帯の第三紀古
地理を大きく見直さざるを得ない時期がきているも
のと考えられる.
本論では,この問題研究を進めるための-資料とな
る最近の知見を報告するとともに,これまで不明確で
第 1図 "山砂利層"の分布と古第三系を示す年代値の分布図
注 1)吉備層群の分布は,猪木ほか(1987)の"山砂利層一度引用(一部改変)･
注2)年代値の出典 ･(*1)栗田ほか(2000),(*2)松浦(2001), (*3)栗田ほか(2001),(*4)松浦ほか(2002)
(*5)山崎ほか(2002),(*6)栗田ほか(2002),(*7)Matsubara(2002),(*8)鈴木ほか(2003)
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あった吉備高原の地形発達史や中国地方東部の古第
三紀古地理を明らかにしていく上で,一連の研究が有
する古地理学上の意義について述べる.なお,ここで
報告する新知見の第一は,中新統勝田層群と古第三系
吉備層群の野外における関係であり,第二は,吉備高
原中部で得られた新たなFT年代値の概報である.
Ⅱ.勝田層群と吉備層群の関係を示す資料
岡山県久米南町付近では,吉備層群と勝田層群が接
しているため,両者の関係について調査を行なった.
今回の調査位置は,鈴木ほか(2003)の研究範囲のうち
で,吉備層群津高層分布域の北部にあたる(第 2図).
調査地の地形を第 3図に示す｡標高 150-350m のな
だらかな定高性山地が特徴で,吉備高原の東部に位置
する.両層群を含む新生界は,山地内を北から南西-
延びる標高 150-200m,幅 1-2kmの舟底型の谷地形
に沿って分布している｡
調査地内の吉備層群と勝田層群の分布を第 4図に
示す｡吉備層群は,ほとんどが中磯～大磯からなる網
1,2.(O) 13H. L3{
36' 電江 ::蜘
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第 2図(a)調査地案内図 [鈴木ほか(2003)より,(b)は調査位置を加筆,(C)は一部を簡略化】
(b)中新統勝田層群と古第三系吉備層群の概略分布図と調査位置の関係図
(C)周辺の主な第三系との対比図
Cや
前3図 岡山県久米南町周辺の横唖両国と新生界の分布図 第4図 岡山県久米南町周辺のき仰層ポと勝田層群の分布図
?
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第 5図 インプリケーションによる
吉備層群堆積時の古流向
状河川堆積物の層相を呈し,宮地では挟在する凝灰岩
試料から27MaのFT年代値(鈴木ほか,2003)が得ら
れている｡一方,勝田層群は,保存状態の悪い貝化石
を少量産出する海成層で,潮間帯直下から沖合いまで
の幅広い堆積環境が推定される.また,両層群の磯に
はインプリケーションが認められることから,下流方
向-伸長させたローズダイアグラムを作成し,古流向
を検討した(第5-6図).吉備層群からは,概ね地層分
布の伸長方向と調和して北～北東から南東方向-の
古流向が推定される(第 5図).これに対し,勝田層群
は,吉備層群に較べてインプリケーションの発達が悪
く,流れの向きがやや不統一ではあるものの,吉備層
群とは逆の北～北東方向-の古流向を示す傾向が見
第 6図 インプリケーションによる
勝田層群堆積時の古流向
られる(第 6図).以上のように,層相と古流向から両
層群を区別することができる.また,露頭での両層群
の関係をみると,吉備層群は勝田層群より常に低い位
置にあって勝田層群に覆われるように分布しており,
両者は不整合関係にあると判断される.なお,境界の
不整合面は暖味で漸移的である.これは,硬岩同士の
ため下位の硬岩の移動,再堆積が起こっているためと
考えている.
Ⅲ.吉備高原西部におけるFT年代値の資料
吉備高原は,中部で,新見東方から南南西にのびる
線を境として,地形および高さのやや異なる二つの地
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第 7図 吉備高原西部のフィッション･トラック年代測定試料採取位置図
(a)案内図(国土地理院5万分の 1地形図 ｢油木｣を使用)
(b)吉備高原における位置(吉川ほか(1973)に加筆)
(C)従来の中新統分布との関係図(藤原ほか(2002)の一部に加筆)
域に分かれ,北西側は標高 500-700m の高原上の山
地,南東側は標高 300-450m の小起伏面が拡がり南
縁は急に低くなって瀬戸内海に降っている(第7図(b),
吉川ほか,1973).筆者らがこれまで報告した吉備層
群に関するFT年代資料は,吉備高原の南東側にあた
る岡山市北部に集中していたが(鈴木ほか,2003),こ
のたび吉備高原北西側の標高の高い地域から新たな
FT年代値を得たので概要を報告する.
試料採取位置は,No.1(950629-1)広島県神石郡油木
FT7し島地内,N｡.2(950629_3)広島県神石郡豊松村営 地
内の2地点で,これまで中新統とされてきた地層の分
布域に含まれる(第 7図(a),(C)).FT年代値は,いず
れも,新設道路の切土のり面に表れた厚さ30-50cm
の凝灰岩薄層から採取した試料に含まれるジルコン
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を用いて測定した.凝灰岩は,いずれも,炭化物や泥
岩を爽在する砂岩優勢の砂岩硬岩互層内に分布する.
地層は十分に岡結しておらず,軟岩程度である.河川
成堆積物の特徴である,磯からトラフ型斜交層理を持
つ砂,さらに,その上位の泥-と上方細粒化するユニ
ットの繰 り返しが認められる.
測定にあたっては､300-350gの試料を前処理して
1000-2000個のジルコン結晶を抽出した.ここで,
いずれの試料にもジルコン結晶が多く含まれるもの
の,全体に細粒で,その他の測定条件も必ずしも良い
とはいえないものであることがわかった.抽出結晶の
lilに本質結晶として見かけ上明瞭な識別基準を設定
することが困難であったため,白発 トラック密度が測
定可能な粒子をランダムに対象として選び作業を進
めた.この作業で得られた測定粒子数 23-30個の粒
子データは,比較的よくまとまりx2検定にも合格 し
たことから同 一起源に属するものとみなした.この結
栄,N0.1では 61.5±4.6Ma,N0.2では 65.6±3.6Maの
年代値が得られた(第 1表).測定されたFT年代値は,
中生代白亜紀最末期から暁新世初期にあたり,これま
で吉備層群で得られていた始新世後期から漸新世後
期前半の値に較べてさらに古い値を示している.
Ⅳ.古地理学上の意義
吉備高原周辺に古第三系が散在することが,陸成層
ではFT年代値で,また, 海成層では微化石層序年代
などで明らかになってきた.年代値は,始新世後期の
33-41Maが多いが,吉備層群津高層の漸新世後期
27Ma前後や福山累層の暁新世後期 55Ma,さらに,
今回の '中新統Mとされていた油木町付近の砂岩･礁
岩層中から得た 61-65Maなど,幅広い(第 1図).
また､鈴木ほか(2002)は,岡山平野周辺の古第三系
と中新続に対するこれまでの研究結果から,この付近
の古地理に対して次のような見解を示している.岡山
平野南縁に点在する海戒の後期始新統と,岡山市北方
で南北に細長く伸び,南向きの古流向を示す FT年代
値 34-35Maの吉備層群は対比可能で,両者は岡山平
第 1表 フィッション･トラック年代測定結果
試料名 (1) 結 臼発 誘発 (2) (3) (4) (5) ヴラン (6)(7)(8)(9) (10)
測定 晶 核分裂 核分裂 ｢xー 熱中性子線量 相関 年代値(Ma) 測 定
鉱物 敬(個) 飛跡 飛跡 検定 係数 濃度 方法
S(×106cm-2) I(×106cm-2) X(%) d(×104cmう r (ppm ) Age⊥1け
No.1(950629-1)Zr 30 5.15 664 2,45 316 89 7.91 1218 0.757 240 61.5±4.6 ED2
No.2(950629-3)Zr 23 5,26 1616 2.37 721 20 7.91 1218 0.623 240 65.6±3.6 ED2
(1)測定鉱物 zr･ジルコン
(2)Pr(x2):x2値の自由度nllのx2分布における上側確率(Galbraith,1981)
(3)勲中性子線量測定用標準ガラス :NIST-SRM612
(4)照射場所 ･立教大学炉 TRIGAMARKⅢ 回転試料棚
(5)r:psとp.の相関関係
(6)年代値 :T-(1/入｡)･ln[l+入D･こ･(ps/pl)･pd](EDlはpsxl/2)
(7)誤差 ･けT-TX [1/∑Ns+l/∑Nl+1/∑Nd+(けこ/E)2] 1′2
(8)238Uの全壊変定数 :A,-1.55125×10~10yr~1
(9)ゼータ較正値 :こED 】-370±4,;Ff)2-372±5(Danharaeta1.,1991)
(10)測定方法 外部ディテクタ一法(内部面:EDl,外部面:ED2)
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野付近で接 していたと推定される.後期始新世の古地
理は,河川は南に流れ,陸域 と海域の境界は現在の海
北部の水系は北流 し,津山付近を東西に伸びる古瀬戸
内海に流れていた.海陸の分布 と水系の流向からみる
と,後期始新世の古地理は中新世のそれより現在の地
形配置に近いと考えられる.
吉備高原地域には,当時の地表付近で小規模に堆積
した地層が,古第三紀か ら現在までの長い期間にわた
って大きな浸食を免れ,現在の地表部に残 されている,
とい う特質がある.このことは,当地域が,少なくと
も古第三紀の約 6000万年の間大きな地殻変動を受け
ていないことを示 している.変動が著 しいといわれる
日本列島の中にあって,吉備高原は古くから入陸的地
貌を呈する特異な地形区として注 目されてきたが,こ
れが地質学的に裏付けられつつある.
吉備高原地域における - 一連の舌第三紀研究が進展
することは,長年の懸案である吉備高原地形発達史の
解明のみならず,北部九州から西近畿にかけての古第
三紀古地理を人きく修正する上で重要な資料 となる
ものと期待 される.
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